
玄米品評会　～白神米高品質へ、初開催～
　

稲
作
部
会
藤
里
支
部
は
１０
月
２７

日
、
生
産
者
の
良
品
質
・
良
食
味

米
生
産
に
対
す
る
意
識
を
一
層
高

め
、
今
後
の
栽
培
に
役
立
て
て
も

ら
お
う
と
、
玄
米
品
評
会
を
初
め

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

品
評
会
へ
は
藤
里
管
内
か
ら
３０

点
の
申
し
こ
み
が
あ
り
、
穀
粒
判

別
機
に
よ
る
測
定
結
果
、
Ｊ
Ａ
検

査
員
と
参
加
部
員
に
よ
る
玄
米
鑑

定
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
合
計
で
、
得

点
を
競
い
ま
し
た
。

　

審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
。

▽
第
１
位
＝
加
藤 

博
正（
２４
点
）

▽
第
２
位
＝
田
中 

文
雄（
１１
点
）

▽
第
３
位
＝
市
川 

賢
一（
１０
点
） 一点一点入念にチェックする部会員

受付で白神ねぎをプレゼントされた参加者

　

き
み
ま
ち
二
ツ
井
マ
ラ
ソ
ン
が

１０
月
１５
日
開
催
さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
で

は
マ
ラ
ソ
ン
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た

ラ
ン
ナ
ー
を
応
援
し
よ
う
と
参
加

者
全
員
に
「
白
神
ね
ぎ
」
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

白
神
ね
ぎ
は
２
Ｌ
の
サ
イ
ズ
５４

㌜
（
１
㌜
５
㎏
入
り
）
、
本
数
で

１
６
２
０
本
を
準
備
。

　

マ
ラ
ソ
ン
に
は
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
１
５
３
１
人
の
ラ
ン
ナ
ー

が
出
場
。「
白
神
ね
ぎ
」
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
た
参
加
者
ら
は
、
沿

道
で
声
援
を
受
け
な
が
ら
「
き
み

ま
ち
路
」
を
快
走
し
て
お
り
ま
し

た
。

きみまちマラソンを応援　～参加者へ白神ねぎ～

一頭一頭子牛を審査する審査員

子牛品評会　優劣競う
　～Ｗ加藤さんに栄冠～

　

畜
産
部
会
は
１０
月
２４
日
、第
２３

回
子
牛
品
評
会
を
藤
里
町
営
大
野

岱
放
牧
場
で
開
き
、今
年
生
ま
れ

た
子
牛
１２
頭
が
出
陳
さ
れ
、雌
の
部

（
６
頭
）、去
勢
の
部（
６
頭
）の
２

部
門
で
優
劣
を
競
い
ま
し
た
。

　

雌
の
部
で
は「
姿
勢
が
非
常
に

強
く
、将
来
性
が
高
い
」と
評
価
を

受
け
た
加
藤
フ
ミ
さ
ん
が
出
陳
し

た「
た
か
は
や
」が
最
上
位
の
優
等

賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

去
勢
の
部
で
は「
横
か
ら
見
た

体
幅
や
尻
幅
な
ど
体
型
的
に
優
れ

て
い
た
」と
し
て
加
藤
鉄
徳
さ
ん
の

「
若
葉
」が
壱
等
賞
に
輝
き
ま
し

た
。

　

◇
そ
の
他
の
入
賞
者
は
次
の
と

お
り

雌
の
部

▽
壱
等
賞
＝
小
森
正
博（
ふ
じ
こ

ま
６０
）▽
弐
等
賞
＝
桂
田
安
太
郎

（
ゆ
り
は
な
）、佐
々
木
弘（
と
き

わ
）▽
参
等
賞
＝
小
森
正
博（
ふ
じ

こ
ま
６４
）、桂
田
安
太
郎（
ふ
く
さ

く
ら
）▽
能
代
市
長
賞
＝
佐
々
木

弘（
と
き
わ
）▽
藤
里
町
長
賞
＝
加

藤
フ
ミ（
た
か
は
や
）

去
勢
の
部

▽
弐
等
賞
＝
小
森
正
博（
藤
駒
６８
）、

加
藤
フ
ミ（
正
忠
）▽
参
等
賞
＝

佐
々
木
弘（
松
花
）、小
森
正
博（
藤

駒
６３
）、加
藤
フ
ミ（
吉
重
）▽
能
代

市
長
賞
＝
佐
々
木
弘（
松
花
）▽
藤

里
町
長
賞
＝
加
藤
鉄
徳（
若
葉
）

白神ねぎの集荷作業を体験する能代東中生徒

　

能
代
東
中
学
校
の
職
業
体
験
学

習
が
１０
月
１７
日
行
わ
れ
、
能
代
市

内
で
働
く
人
の
姿
や
各
事
業
所
の

取
り
組
み
に
触
れ
る
こ
と
で
、
地

域
の
活
性
化
を
考
え
る
機
会
と
し

て
生
徒
８
人
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
ら
は
今
年
産
米
の
等
級
検

査
の
体
験
や
、「
白
神
ね
ぎ
」
の

集
荷
や
そ
の
他
、
農
業
協
同
組
合

の
業
務
に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
加
賀
谷
桜
雅
く
ん

（
３
年
生
）
は
「
Ｊ
Ａ
の
仕
事
は

農
業
だ
け
で
は
な
く
、
福
祉
や
生

活
に
も
係
わ
っ
て
い
る
の
を
初
め

て
知
っ
た
。
Ｊ
Ａ
の
仕
事
は
す
ご

く
地
域
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
と

感
じ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

中学生が職場体験学習　～ＪＡ業務を体験～

子ども食堂へ食材提供　～青年部記念事業～
　

青
年
部
は
地
域
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
、
１０
月
２０
日
に
「
向
能

代
子
ど
も
食
堂
」
へ
白
神
ね
ぎ
２

箱
を
提
供
し
ま
し
た
。
県
の
青
年

部
協
議
会
、
創
立
７０
周
年
記
念
事

業
と
し
て
全
県
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
で
、
１０
月
２７
日
に
は

「
い
ろ
ど
り
食
堂
」
へ
提
供
、
１２

月
に
は
「
浄
明
寺
フ
ー
ド
バ
ン

ク
」
へ
提
供
予
定
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

生
産
者
で
あ
る
青
年
部
は
食
の

地
域
課
題
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

食
の
現
場
と
生
産
の
現
場
を
近
づ

け
る
こ
と
で
、
次
世
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

白神ねぎを手渡す県青年部協議会副委員長の伊藤さん

ドライブスルー方式で新米を積み込むＪＡ職員

　

新
米
直
売
会
が
１０
月
８
日
、
集

約
倉
庫
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
、

あ
き
た
こ
ま
ち
１
等
米
１
袋
（
３０

㌔
）
を
８
千
円
で
販
売
。
新
米
を

求
め
販
売
開
始
前
か
ら
消
費
者
の

車
列
が
出
来
、
開
始
を
早
め
対
応

し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
お
よ
そ
２
０
０
人
が

来
場
し
、
車
に
乗
っ
た
ま
ま
購
入

の
手
続
き
を
済
ま
せ
る
と
、
職
員

が
荷
台
に
米
袋
を
積
み
込
む
ド
ラ

イ
ブ
ス
ス
ル
ー
方
式
で
行
わ
れ
、

会
場
は
終
始
賑
わ
い
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

　

新
米
購
入
者
に
は
特
産
の
「
白

神
き
ゃ
べ
つ
」
や
「
白
神
ね
ぎ
」

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
購
入
者
を

喜
ば
せ
て
お
り
ま
し
た
。

新米直売会　～新米求めドライブスルー～

グラウンドゴルフで交流　～年金友の会代表選手～
　

第
１１
回
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
あ
き
た

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
」
が

１０
月
１３
日
、
潟
上
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

年
金
友
の
会
の
会
員
相
互
の
親

善
と
融
和
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
県
域
１２
Ｊ
Ａ
の
各
大
会
を
勝
ち

抜
い
た
代
表
２７
チ
ー
ム
１
３
５
人

が
参
加
。
３２
ホ
ー
ル
の
ト
ー
タ
ル

ス
コ
ア
を
競
い
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
７
月
に
開
催
し

た
大
会
の
上
位
入
賞
者
５
名
が
出

場
。
惜
し
く
も
入
賞
と
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
秋
空
の
下
プ

レ
ー
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た
。 当ＪＡ代表として出場した会員の皆さん
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